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1. ヘルスケアデバイス実装技術

　ヘルスケアデバイス実装研究会では，年に 2度公開研究
会を行っている。そのトピックから「ヘルスケアデバイス
におけるヒューマンインターフェース」「スポーツ科学から
ヘルスケアデバイスへの期待」の 2回の内容を中心にヘル
スケアデバイス実装技術の今後について述べたい。

2. ヘルスケアデバイスにおけるヒューマンインター
フェース

　ヘルスケアデバイスにおいて，人の健康を管理するには
人との間のインタラクション，つまりヒューマンマシンイ
ンターフェイス技術が必須となる。そのため，健康機器や
スマートテキスタイル，リハビリ用の機器には超小型，高
感度な生体情報を計測するようなセンサとその実装が行わ
れる。
　生体情報計測においては，オムロンの清水正男氏からさ
まざまなMEMSセンサを用いた生体パラメーターのセンシ
ングに関する研究について紹介があった。計測すべき生体
パラメーターとしては，血圧，脈波，体重など力を計測す
るもの，心電，筋電，脳波など電気，心拍，呼吸，咀嚼音
などを音で測ったり，深部体温など熱や脈波などを光の透
過，反射で測るものがあげられる。この中で，血圧や深部
体温は重要なパラメーターであるため，高感度で小型の
MEMSセンサで測る方法が開発されてきた。血圧について
は，従来は病院でお医者さんや看護婦さんが聴診法で測っ
ていたが，データを連続的にとることができず患者さんの
状態変化をとらえることができないことや，家庭では計測
できないという問題があった。聴診法ではなく，血管の動
きを腕に装着した圧力センサによりカフで腕に与えた圧力
に対する血管の動きを圧力変化でとらえることで最高血
圧，最低血圧で測るオシロメトリック法で測ることにより
計測できるようになった。この圧力を正確，かつ安定して
計測するセンサとしてピエゾ抵抗型のMEMSセンサと，ピ
エゾ抵抗の周りの温度によるドリフトや周りからのノイズ

をとるために ASICを一体化したモノリシック構造でセン
サを製作することで可能になった。また，人間の正確な体
温を測るには深部体温を計測する必要があるが通常の温度
センサでは体表面の温度しか測ることができない問題が
あった。また，体表面では外気温の影響があるため深部体
温とは温度が異なるという問題があり，従来技術としては
直腸温をモニターする方法があるが不快感や衛生上の問題
がある。そのため，上下 2か所に小型温度センサを取り付
けたMEMS熱流束センサ技術が開発されている。今後の課
題としては，接触電極を持たない ACカップリングタイプ
の心電センサや高感度な音センサの技術などMEMSセンサ
技術の高感度化がある。また，まだあまり測定されていな
いものとして，アセトンやアンモニアなどを呼気から計測
する技術などが考えられる。
　脳卒中などの病気後のリハビリのためのヒューマンイン
ターフェイスについて井野辺病院の井野辺純一氏が講演を
行った。脳卒中などからのリハビリにおいては，脳科学の
知見地検に基づいて損傷された神経機能の回復を行う
ニューロリハビリテーションが重要となってきている。こ
のとき，患者がリハビリ用の運動をするのに合わせて手の
指やその他の筋肉に電気刺激を行う。このような単なる運
動だけではなく筋肉に対する電気刺激を加えることで慢性
期の重度片麻痺の患者に改善がみられた。これは，慢性期
になってしまうとリハビリにおける運動のみでは改善が難
しかったのが，随意運動に合わせて肩や，肘，前腕などざ
まざまな部分への電気刺激を負荷することで改善が見られ
たという新しい知見である。今後，このような随意運動と
電気刺激を組み合わせたリハビリが重要となり，電気刺激
用デバイスの開発が重要になってくることが示唆された。
また，リハビリにおけるMEMS技術応用として，3軸加速
度センサを用いた歩行分析が行われた。ベルトに固定した
3軸加速度センサで歩行の特徴と歩行年齢の推定を行った。
このときの 3軸加速度センサから得られた歩行の特徴の因
子は，前後加速度の滑らかさ，左右加速度の滑らかさ，歩
行の安定性，上下加速度の滑らかさであった。これらの因
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